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の要素を挙げている。また，Viswesvaran et al. （2005）は，（a） 対人関係能力，（b） 運営能力，（c） 













































































































Lie 項目 38. 今まで羨ましさや疎ましさを感じる人にであったことがない
39. 今まで馬が合わないと感じる人に出会ったことがない
40. これまで困っている人を見かけた際には，必ず手を差し伸べてきた




















成されたため，“ 切り替え ” と名付けた。次に，第二因子は「他者の好意を受け入れる方である」な
どの柔軟性に関する項目で構成されたため，“ 柔軟性 ” と名付けた。次に，第三因子は，「私は多く
の点において才能に恵まれた人間だと思う」などの有能感に関わる項目で構成されたため，“有能感”
と名付けた。第四因子は，「自分で何か考えるよりも，人から課題を与えられる方が良い」などの能
動性に関わる項目で構成されたため，“ 能動性 ” と名付けた。また，各因子の信頼性を検討するた
めに，クロンバックの a を算出した結果，α=.58~.77という値が示された。能動性は .58とやや低い
値であったが，項目数が少ないことを考慮すれば，概ね許容範囲内にあると考えられた。ただし，
有能感と能動性に関しては，今後は項目数を増やすなどの改善が望まれる。




F 1 F 2 F 3 F 4
切り替え（α =.77）
＊ 29. 仕事とプライベートの切り替えが上手くいかず，仕事のことを必要以上に考えすぎてしまうことがある .75
＊ 28. 切り替えがうまくいかず，寝つきが悪い時がある .70
＊ 31. ひどく傷つけられるような出来事が起きたら，長い間その影響を受けて，その出来事が起きる前の生活になかなか戻れない .63
27. 多くの課題を抱えていても，休日に楽しむことができる -.51
＊ 11. 私は，これまで，多くの困難な問題のために人生を狂わされたと感じる .47
30. 人生を変えるような否定的な出来事に直面しても，その出来事を受け止めて，普段通りの生活に戻ることができる -.45













＊ 26. 私は，困難な問題に直面した時，しばしば自分の無力を感じる -.41
能動性（α =.58）
＊ 7. 自分で何かを考えるよりも，人から課題を与えられる方が良い .51
＊ 12. 私は，解決策を考え，行動に移すことが苦手である .51
＊ 13. 課題を一人で抱え込むというよりは，人に任せる方が得意である .48
＊ 33. 頼まれた仕事をうまく処理できないとき，仕事内容が難しすぎたのだと考える .44
＊ 5. 努力次第で結果が変わらないと感じたときには手を抜きがちである .40
因子間相関 F 1 F 2 F 3 F 4
F 1 ― .37 .31 .26
F 2 ― .24 .34
F 3 ― .21
F 4 ―








替え ”（OR=.90），“ 柔軟性 ”（OR=.93）が有意な負の影響力を示した。次に，ストレス反応に対し
ては，“ 切り替え ”（OR=.81），“ 柔軟性 ”（OR=.90）が有意な負の影響力，“ 有能感 ”（OR=1.10）が
有意な正の影響力を示した。ストレッサーに対しては，“ 切り替え ”（OR=.90），“ 柔軟性 ”（OR=.94），





その結果，管理職においては，職場不満に対して，“ 切り替え ”（OR=.85），“ 柔軟性 ”（OR=.93）が
有意な負の影響力，ストレス反応に対して，“ 切り替え ”（OR=.84），“ 柔軟性 ”（OR=.87）が有意な
Table3　ロジスティック回帰分析結果 a）　（n=1481）
職業不満 ストレス反応 ストレッサー
偏相関係数b） － .11*** － .21*** － .11***
切り替え Odd Ration .90 .81 .90
95% Cl .87－ .92 .78－ .84 .87－ .92
偏相関係数b） － .07*** － .10*** － .06**
柔軟性 Odd Ration .93 .90 .94
95% Cl .90－ .96 .87－ .94 .91－ .97
偏相関係数b） .01 .09** .12***
有能感 Odd Ration 1.01 1.10 1.13
95% Cl .95－1.08 1.03－1.17 1.06－1.20
偏相関係数b） － .01 .01 － .07**
能動性 Odd Ration .99 1.01 .93
95% Cl .94－1.04 .96－1.06 .89－ .98
偏相関係数b） － .06 .04 － .65***
性別 c） Odd Ration .94 .97 .52
95% Cl .73－1.21 .74－1.26 .40－ .67
Nagelkerke R2 .10 .22 .12
a） 　従属変数は職場不満，ストレッサーを低群 =0，高群 =1，ストレス反
応を陰性群 =0，陽性群 =1とした。
b）　*： p <.05，**： p <.01，***： p <.001
c）　男性 =0，女性 =1
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負の影響力，ストレッサーに対して，“ 切り替え ”（OR=.91），“ 柔軟性 ”（OR=.93），“ 能動性 ”（OR=.90）
が有意な負の影響力を示した。次に，非管理職においては，職場不満に対して，“切り替え”（OR=.90），
“ 柔軟性 ”（OR=.93）が有意な負の影響力，ストレス反応に対して，“ 切り替え ”（OR=.81），“ 柔軟性 ”
（OR=.90）が有意な負の影響力，“ 有能感 ”（OR=1.14）が有意な正の影響力，ストレッサーに対して，








スティック回帰分析を行った。その結果，コミュ L においては，職場不満に対して，“ 切り替え ”
（OR=.91），“ 柔軟性 ”（OR=.95）が有意な負の影響力，ストレス反応に対して，“ 切り替え ”（OR=.79），
Table4　職層ごとのロジスティック回帰分析結果 a）
職業不満 ストレス反応 ストレッサー
管理職 非管理職 管理職 非管理職 管理職 非管理職
（n=440） （n=1041） （n=440） （n=1041） （n=440） （n=1041）
偏相関係数 b） － .17*** － .09*** － .17*** － .23*** － .09** － .12***
切り替え Odd Ration .85 .91 .84 .80 .91 .89
95% Cl .79－ .90 .88－ .94 .79－ .90 .76－ .83 .86－ .96 .86－ .92
柔軟性 偏相関係数 b） － .07* － .06** － .14*** － .08*** － .07* － .05*
Odd Ration .93 .94 .87 .92 .93 .95
95% Cl .88－ .99 .90－ .98 .82－ .93 .88－ .96 .88－ .99 .91－ .99
有能感 偏相関係数 b） .02 .03 .01 .13** .04 .15***
Odd Ration 1.02 1.03 1.01 1.14 1.04 1.16
95% Cl .90－1.15 .96－1.10 .90－1.14 1.06－1.23 .93－1.17 1.08－1.25
能動性 偏相関係数 b） － .05 － .01 － .04 .031 － .10* － .06*
Odd Ration 1.06 .99 .96 .03 .90 .94
95% Cl .96－1.17 .93－1.04 .87－1.05 .97－1.10 .83－ .98 .89－ .99
性別 c） 偏相関係数 b） .09 － .26 .42 － .12 － .04 － .67***
Odd Ration 1.10 .77 1.52 .89 .97 .51
95% Cl .43－2.81 .59－1.02 .60－3.88 .67－1.18 .40－3.20 .39－ .68
Nagelkerke R2 .13 .08 .22 .22 .12 .13
a）　従属変数は職場不満，ストレッサーを低群 =0，高群 =1，ストレス反応を陰性群 =0，陽性群 =1とした。
b）　*： p <.05，**： p <.01，***： p <.001
c）　男性 =0，女性 =1
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“ 柔軟性 ”（OR=.86）が有意な負の影響力，“ 有能感 ”（OR=1.14）が有意な正の影響力，ストレッサー
に対して，“ 切り替え ”（OR=.89），“ 柔軟性 ”（OR=.90），“ 能動性 ”（OR=.91），“ 性別 ”（OR=.82）
が有意な負の影響力，“ 有能感 ”（OR=1.25）が有意な正の影響力を示した。次に，コミュ H におい
ては，職場不満に対して，“ 切り替え ”（OR=.89），“ 柔軟性 ”（OR=.92）が有意な負の影響力，スト











コミュ L コミュ H コミュ L コミュ H コミュ L コミュ H
（n=694） （n=787） （n=694） （n=787） （n=694） （n=787）
切り替え 偏相関係数 b） － .09*** － .12*** － .24*** － .20*** － .12*** － .11***
Odd Ration .91 .89 .79 .82 .89 .89
95% Cl .87－ .96 .85－ .92 .75－ .84 .78－ .86 .85－ .94 .85－ .93
柔軟性 偏相関係数 b） － .05* － .09*** － .15*** － .07** － .11*** － .02
Odd Ration .95 .92 .86 .93 .90 .98
95% Cl .90－ .99 .88－ .97 .81－ .91 .89－ .98 .85－ .95 .93－1.02
有能感 偏相関係数 b） － .07 .07 .13* .06** .22*** .05
Odd Ration .94 1.08 1.14 1.07 1.25 1.05
95% Cl .85－1.03 .99－1.17 1.03－1.26 .98－1.16 1.13－1.38 .97－1.14
能動性 偏相関係数 b） － .02 － .00 .00 .021 － .09* － .05
Odd Ration .98 1.00 1.00 .02 .91 .95
95% Cl .91－1.05 .94－1.07 .93－1.07 .95－1.09 .85－ .98 .97－1.14
性別 c） 偏相関係数 b） － .34 .22 － .06 － .00 － .82*** － .47*
Odd Ration .72 1.24 .94 1.00 .44 .62
95% Cl .50－1.02 .86－1.80 .65－1.36 .68－1.45 .30－ .64 .43－ .90
Nagelkerke R2 .07 .13 .22 .22 .16 .10
a）　従属変数は職場不満，ストレッサーを低群 =0，高群 =1，ストレス反応を陰性群 =0，陽性群 =1とした。
b）　*： p <.05，**： p <.01，***： p <.001
c）　男性 =0，女性 =1




　因子分析の結果から，PASJ が “ 切り替え ”，“ 柔軟性 ”，“ 有能感 ”，“ 能動性 ” の4因子から構成
されることが示された。“ 切り替え ” および “ 有能感 ” は個人の健康状態に関わる変数から構成さ
れており，職場での健康状態を予測するために有効な因子だと考えられた。その一方で，“ 柔軟性 ”






　本研究の結果から，“ 切り替え ” および “ 柔軟性 ” が高いほど職場に不満を持つ可能性が低下す
ることが示された。また，職層やコミュニケーションの必要性に関わらず，“ 切り替え ” および “ 柔
軟性 ” は職場に不満を持つ可能性を低下させることが示された。まず，“ 切り替え ” が高い人は仕
事とプライベートを明確に分けることが可能で，勤務後の時間や休日が充実するため，仕事に対し
て新鮮な気持ちで臨むことが可能だと考えられる。その結果，勤務への動機づけを維持することが





　本研究の結果から， “ 切り替え ”，“ 柔軟性 ” が高く，“ 有能感 ” が低いほどストレス反応を示す








スが抑制され，ストレス反応も低下すると考えられる。次に，既に述べた通り，“ 柔軟性 ” が高い人
は物事に柔軟に対応するために円滑な業務遂行や対人関係の構築が可能で，職場での業務において
ストレスを抱えづらいと考えられる。その結果，仕事で生じるストレス反応が低く，ストレス反応
も低下すると考えられる。最後に，“ 有能感 ” が高い人は自己に対する目標設定が高い人であり，









　本研究の結果から， “ 切り替え ”，“ 柔軟性 ”，“ 能動性 ” が高く，“ 有能感 ” が低く，男性であるほ





感が高いほどストレスッサーを認識する可能性が高まることが示された。また，“ 柔軟性 ”，“ 能動
性 ” はコミュニケーションの必要性が低い仕事において，ストレッサーを認識する可能性を低下さ
せることが示された。
　まず，既に示された通り，“ 切り替え ” が高い人は，職場に対する満足感が高く，ストレス・マネー
ジメントも得意な人であり，職場でのストレッサーを感じづらいと考えられる。次に，男性は女性
に比べて労働時間が長いことが示されており（NHK 放送文化研究所 , 2016），特に非管理職におい
ては男性の方が女性よりも仕事の量的な負担が大きいと考えられる。その結果，非管理職において
は男性の方が仕事に関するストレッサーを認識する可能性が高まると考えられる。次に，既に述べ












　本研究で開発された PASJ は職場適応を予測することが十分に可能であった。特に，“ 切り替え ”
年報12高木・若島氏1C_三[191-204].indd   199 2018/06/13   14:32:42
―　　―200
心理変数による職場適応の予測
と “ 柔軟性 ” は職場適応の多側面に対して影響を与えおり，“ 切り替え ” と “ 柔軟性 ” が高い人は良
い職場適応を示す可能性が高いと考えられる。また，非管理職の仕事では，高すぎない “ 有能感 ”
を持つ人はストレスに関わる職場適応が良好になる可能性が高いと考えられる。更に，コミュニケー
ションの必要性が低い仕事では，高い “ 能動性 ” を持つ人はストレッサーが少なくなる可能性が高
いと考えられる。
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 In order to prevent suspension from work due to workplace maladaptive, it is important to 
predict the risk of workplace maladaptive in advance. In this study, we developed a psychological 
adaptation scale for job using multiple psychological variables assumed to be related to workplace 
adaptation and examined the relationship with workplace adaptation. A total of 1500 person 
participated. From the results of the factor analysis, it was confirmed that the scale developed 
was a four-factor structure. In addition, as a result of logistic regression analysis, it was confirmed 
that the scale developed has a significant influence. From the above, it was shown that the 
psychological adaptation scale for job related to workplace adaptation could predict workplace 
adaptation.
Key words：work adaptation, Psychological variables, Factor analysis, Logistic regression
Prediction of Work Adaptation by Psychological Variables
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